
 
地域密着型金融の取組事例 2010年 10月 

かがわ農商工連携ファンド（香川県）ＪＡ香川県信連 

タイトル かがわ農商工連携ファンド  

JA名  JA香川県信連（香川県） 

1 動機 

（経緯） 

「農商工連携促進法」が平成 20年７月に施行され、中小企業者と農林漁業者が

連携した取り組みを支援するための制度が創設されたことに伴い、地域金融機関

として公共的な融資事業の一翼を担えること、および県域における社会的な貢献

の色彩が濃いこと等から、平成 21 年７月、財団法人 かがわ産業支援財団へ 10

年間低利で貸付を行いました。 

 

2 概要 かがわ農商工連携ファンドは､総額 28億円（内訳：国 20億円、県１1千万円、

他行 5 億 9 千万円、当会 2 億円）で主に国債および地方債で運用を行い、その運

用益を補助対象事業者に補助しようとするものです。 

補助対象事業者からの申請受付については、ファンドを管理している(財)かが

わ産業支援財団が、定期的に募集期間を設けて行っており、県内の中小企業者と

農林漁業者が連携して県産農林水産物を活用しながら、創意工夫を凝らして取り

組む事業に対し助成を行っています。 

 

3 成果 

（効果） 

JA バンクの基盤である県内の農林水産事業者と中小企業者が連携する事業の

後押しが期待され、県内の農林水産事業者が少しでも元気になればと願っていま

す。 

 

4  今後の

予定（課題） 

平成 22年度の募集期間は、平成 22年 4月 26日（月）～平成 22年 6月 4日（金）

となっており、今年度の受付けは終了しましたが、平成 31年度まで毎年受付が行

われる予定です。 

 

 

 

 


